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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年5月9日(2013.5.9)

【公開番号】特開2010-271706(P2010-271706A)
【公開日】平成22年12月2日(2010.12.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-048
【出願番号】特願2010-96333(P2010-96333)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/48     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  35/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ   2/48    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  35/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月21日(2013.3.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感放射線重合性組成物に放射線を照射する工程を含む光学部品の製造方法において、
　前記感放射線重合性組成物として、
　重合性成分（ａ）と、重合開始剤（ｂ）と、
　重合性もしくは非重合性の成分（ｃ）、とを少なくとも用い、
　前記感放射線重合性組成物の一部である第１の照射領域から前記第１の照射領域を包含
する第２の照射領域へと、放射線を照射しながら照射領域を拡大する工程と、を少なくと
も有し、
　前記成分（ｃ）として重合性の成分を用いる場合には、前記第一の工程及び前記第二の
工程における成分（ｃ）の重合速度が前記重合性成分（ａ）の重合速度よりも小さい、こ
とを特徴とする光学部品の製造方法。
【請求項２】
　前記工程が、前記感放射線重合性組成物と、光源との間に、遮光部材を配置し、前記遮
光部材の開口部の開口径を連続的に変化させながら前記前記感放射線重合性組成物を照射
する工程であることを特徴とする請求項１に記載の光学部品の製造方法。
【請求項３】
　前記重合性もしくは非重合性の成分（ｃ）が、前記重合性成分（ａ）とは異なる屈折
率を有することを特徴とする請求項１または２に記載の光学部品の製造方法。
【請求項４】
　前記非重合性の成分（ｃ）が微粒子であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに
記載の光学部品の製造方法。
【請求項５】
　前記成分（ｃ）が重合性成分であり、前記成分（ｃ）の重合速度が前記成分（ａ）の重
合速度の１／２以下であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の光学部品の
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製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記課題に鑑み、本発明に係る光学部品の製造方法は、
　感放射線重合性組成物に放射線を照射する工程を含む光学部品の製造方法において、
　前記感放射線重合性組成物として、
　重合性成分（ａ）と、重合開始剤（ｂ）と、
　重合性もしくは非重合性の成分（ｃ）、とを少なくとも用い、
　前記感放射線重合性組成物の一部である第１の照射領域から前記第１の照射領域を包含
する第２の照射領域へと、放射線を照射しながら照射領域を拡大する工程と、を少なくと
も有し、
　前記成分（ｃ）として重合性の成分を用いる場合には、前記第一の工程及び前記第二の
工程における成分（ｃ）の重合速度が前記重合性成分（ａ）の重合速度よりも小さい、こ
とを特徴とする光学部品の製造方法。
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